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琉 通 １

第１３号

令
和
二
年
六
月
二
十
四
日
～
同
年
六
月
二
十
七
日
の
間
、
沖
縄
本
島
内
に
て
令
和
二
年
度
第
一
回
旅
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

本
検
閲
は
、
高
温
多
湿
で
の
約
三
十
五
㎞
の
行
軍
か
ら
始
ま
り
大
雨
の
悪
天
候
の
中
、
二
夜
三
日
の
部
隊
行
動
で
旅
団
の
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
を
確
保
し
、
日
頃
の

訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
。

南
西
防
衛
第
一
線
の
唯
一
の
通
信
専
門
部
隊
と
し
て
防
衛
警
備
、
災
害
派
遣
及
び
多
種
多
様
な
任
務
に
対
応
し
う
る
た
め
に
引
き
続
き
、
更
な
る
練
度
向
上
を
図
り
、

あ
ら
ゆ
る
任
務
の
完
遂
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

第１５通信隊
ホームページ
QRコード

背嚢入組品点検 人員点検 第一線救護練度点検 車両点検

２４日の活動の様子

命令下達 隊長指導 行軍（先頭悌隊） 行軍（最後尾）

２５日の活動の様子

車装変換 有線構成 遠制所開設 汚染地域の除染

２６日の活動の様子

第一線救護
陸曹候補生指定内示

（長堂士長、親川翔星士長）
写真班へ命令下達

２７日の活動の様子

無線通信 指揮所活動 至近距離射撃練度判定



琉 通 ２

令
和
二
年
一
月
八
日
か
ら
一
月
二
十
日
及
び
二
月
二
日
か
ら
四
日

ま
で
の
間
、
第
十
五
通
信
隊
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
対
応
支
援
の
た
め
の
災
害
派

遣
に
出
動
し
た
。
沖
縄
県
に
お
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
患
畜
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
感
染
拡
大
等
を
防
ぐ
た
め
、
第
十
五
旅
団
は
、
沖
縄
県
知
事
か

ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
受
理
、
隊
は
、
活
動
現
場
、
前
進
拠
点
及
び

県
庁
へ
指
揮
・
連
絡
及
び
情
報
収
集
等
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
展
開
し
、
映
像
写
真
及
び
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
の

構
成
・
維
持
・
運
営
を
担
任
し
災
害
派
遣
に
従
事
し
た
。

災害派遣 ＣＳＦ防疫対応

災
害
派
遣
「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
防
疫
対
応
」

災害派遣 新型コロナウィルス防疫対応

令
和
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
第
十
五

旅
団
は
、
沖
縄
県
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
支
援
に
関
す
る
災
害
派
遣
要
請
を
受
理
、
隊
は
、
第
十
五
旅
団

指
揮
所
と
県
庁
と
の
連
絡
及
び
情
報
収
集
の
た
め
に
、
県
庁
及
び
現
地
活

動
現
場
等
へ
隊
員
を
派
遣
し
、
映
像
写
真
及
び
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
の
構

成
・
維
持
・
運
営
を
実
施
し
災
害
派
遣
に
従
事
し
た
。

災
害
派
遣
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
防
疫
対
応
」

災害派遣出動 映像回線点検

認識統一会議 現地活動現場の撮影

県庁における開設 タイベックス着脱教育の撮影

ＩＰ電話回線構成 旅団長視察対応



１

琉 通 ３

入

籍

三
等
陸
曹

仲
榮
眞

義
幸

礼
奈

第
一
子
（
一
克
ち
ゃ
ん
）

令和２年
２月２７日誕生

誕

生

二
等
陸
曹

神
崎

久
好

第
一
子
（
悠
李
く
ん
）

令和２年
３月２１日誕生

三
等
陸
曹

前
田

剛
正

第
一
子
（
寛
太
く
ん
）

令和元年
１１月１９日入籍

令和２年
３月２日入籍

旅
団
訓
練
検
閲
優
秀
隊
員
の
紹
介

嘉
数
士
長
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

～
六
月
十
五
日
の
間
、
久
留
米
駐
屯
地
で
実

施
さ
れ
た
一
三
七
期
陸
曹
候
補
生
課
程
に
お

い
て
成
績
優
秀
に
よ
り
共
通
教
育
中
隊
長
よ

り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

三
等
陸
曹

師
岡

立り
さ
子
さ
ん
夫
妻

二
等
陸
曹

宮
城

暁

第
一
子
（
紬
ち
ゃ
ん
）

令和２年
６月２２日誕生

令和元年
１１月１１日入籍

優
秀
隊
員
の
紹
介

濱田２曹 坂本３曹 永瀨士長 親川翔星士長

検閲優秀隊員おめでとう

令和２年
５月７日誕生

三
等
陸
曹

立
津

樹亜
矢
菜
さ
ん
夫
妻

三
等
陸
曹

吉
松

義
幸

玲
さ
ん
夫
妻

いいね！

嘉数士長

中隊長賞
おめでとう

ラ
ジ
オ
収
録

部隊長紹介ナイスガイ・ナイスレディ紹介

中曽根３曹 仲程３曹 古賀２佐

部
隊
長
紹
介
及
び
十
五
通
信
隊

の
ナ
イ
ス
ガ
イ
・
ナ
イ
ス
レ
デ
ィ

紹
介
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
絶

賛
配
信
中
「
美
ら
島
と
と
も
に

２
．
５
．
１
５
」
で
検
索
し
て
拝

聴
し
て
く
だ
さ
い
。



《
令
和
二
年
度
前
期
定
期
表
彰
》

【
旅
団
長
表
彰
】

（
第
三
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

二
等
陸
佐

古
賀

晃
嘉

（
第
四
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

二
等
陸
曹

安
里

正
志

同

甫
立

圭
太

（
第
五
級
賞
詞

隊
員
自
主
募
集
）

二
等
陸
曹

三
石

和

三
等
陸
曹

坂
本

謙
士
郎

同

松
田

都
武

【
隊
長
表
彰
】

（
第
五
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

二
等
陸
尉

橋
本

将
啓

三
等
陸
曹

宮
城

暁

同

仲
西

義
則

同

山
城

真
理
雄

同

執
行

弘
樹

（
第
五
級
賞
詞

業
務
改
善
）

三
等
陸
曹

宮
里

健
司

《
令
和
元
年
度
後
期
定
期
表
彰
》

【
旅
団
長
表
彰
】

（
第
三
級
賞
詞

災
害
派
遣
）

二
等
陸
尉

廣
瀬

翔
太

（
第
四
級
賞
詞

災
害
派
遣
）

一
等
陸
尉

木
村

武
嗣

二
等
陸
曹

宮
下

伸
太
郎

（
第
四
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

二
等
陸
曹

安
部

慎
二

三
等
陸
曹

田
中

彩
乃

（
第
四
級
賞
詞

業
務
改
善
）

一
等
陸
尉

福
島

薫

（
第
五
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

三
等
陸
曹

篠
原

太
郎

【
隊
長
表
彰
】

（
第
五
級
賞
詞

業
務
改
善
）

一
等
陸
曹

玉
吉

光
博

二
等
陸
曹

松
葉

勝
徳

同

小
野

照
一
郎

三
等
陸
曹

岡
部

和
也

同

喜
久
本

順
哉

（
第
五
級
賞
詞

職
務
遂
行
）

三
等
陸
曹

立
林

烈

同

師
岡

立

陸
士
長

長
堂

春
花

同

大
坪

美
波

同

親
川

翔

同

國
分

吉
人

（
第
五
級
賞
詞

車
両
無
事
故
）

二
等
陸
曹

柳
田

廣
太
郎

二
等
陸
曹

林

眞
也

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
三
〇
二
中
枢
交
換
通
信
中
隊
か
ら
（
健
軍
）

二
等
陸
曹

元
村

祐
二

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
一
〇
二
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊

第
三
〇
二
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
中
隊
か
ら
（
健
軍
）

二
等
陸
曹

別
府

大
樹

第
八
通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
か
ら
（
北
熊
本
）

二
等
陸
曹

三
石

和

第
十
五
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら
（
那
覇
）

二
等
陸
曹

翁
長

賢
吾

第
四
通
信
大
隊
第
二
中
隊
か
ら
（
福
岡
）

二
等
陸
曹

衛
藤

豪

第
四
通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
か
ら
（
福
岡
）

三
等
陸
曹

新
里

崇

中
部
方
面
通
信
群

第
一
〇
四
指
揮
通
信
大
隊

通
信
支
援
中
隊
か
ら
（
伊
丹
）

三
等
陸
曹

行
田

和
樹

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
一
〇
二
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊

第
三
〇
四
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
中
隊
か
ら
（
那
覇
）

《
令
和
二
年
三
月
十
六
日
付
》

一
等
陸
尉

穴
澤

克
博

東
部
方
面
通
信
群
群
本
部
へ
（
朝
霞
）

《
令
和
元
年
十
二
月
二
十
日
付
》

三
等
陸
佐

吉
田

裕
一

自
衛
隊
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
へ
（
市
ヶ
谷
）

一
等
陸
尉

福
島

薫

陸
上
総
隊
司
令
部
へ
（
朝
霞
）

一
等
陸
曹

玉
吉

光
博

第
四
通
信
大
隊
第
一
中
隊
へ
（
福
岡
）

二
等
陸
曹

松
葉

勝
徳

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
三
〇
二
中
枢
交
換
中
隊
へ
（
健
軍
）

二
等
陸
曹

小
野

照
一
郎

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

本
部
中
隊
へ
（
目
達
原
）

三
等
陸
曹

久
保

裕
和

第
四
通
信
大
隊
第
一
中
隊
へ
（
福
岡
）

三
等
陸
曹

岡
部

和
也

補
給
統
制
本
部
へ
（
十
条
）

三
等
陸
曹

田
中

彩
乃

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
一
〇
二
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊

第
三
〇
二
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
中
隊
へ
（
健
軍
）

三
等
陸
曹

立
林

烈

第
十
通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
へ
（
守
山
）

三
等
陸
曹

篠
原

太
郎

第
四
通
信
大
隊
第
二
中
隊
へ
（
福
岡
）

《
令
和
二
年
三
月
十
六
日
付
》

二
等
陸
曹

朝
倉

政
行

第
十
五
旅
団
司
令
部
付
隊
へ
（
那
覇
）

《
令
和
二
年
四
月
十
五
日
付
》

三
等
陸
佐

田
呂
丸

貴
浩

九
州
補
給
処
か
ら
（
目
達
原
）

二
等
陸
尉

竹
山

真
也

第
四
通
信
大
隊
第
一
中
隊
か
ら
（
福
岡
）

琉 通 ４」

人

事

往

来

転

出

【
隊
本
部
班
へ
】

二
等
陸
曹

大
野

雄
貴

三
等
陸
曹

尾
方

麻
衣

同

中
尾

剛
士

同

滝
口

大
輔

同

中
曽
根

紫
都

【
通
信
支
援
小
隊
へ
】

二
等
陸
曹

柳
田

廣
太
郎

三
等
陸
曹

町

光
浩

《
令
和
二
年
三
月
十
六
日
付
》

昇

任

【
二
等
陸
尉
へ
】

三
等
陸
尉

橋
本

将
啓

同

有
水

一
将

同

徳
永

和
美

【
一
等
陸
曹
へ
】

二
等
陸
曹

健
木

勝
行

【
二
等
陸
曹
へ
】

三
等
陸
曹

有
村

征
四
郎

同

立
津

樹

【
三
等
陸
曹
へ
】

陸
士
長

池
田

吉

《
令
和
二
年
七
月
一
日
付
》

転

入

部
内
異
動

表

彰

【
依
願
退
職
】

三
等
陸
曹

関
口

香

陸
士
長

小
野

沙
織

《
令
和
二
年
三
月
三
十
日
付
》

【
任
期
満
了
退
職
】

陸
士
長

中
村

洸
貴

《
令
和
二
年
三
月
二
十
九
日
付
》

陸
士
長

與
那
嶺

美
希

《
令
和
二
年
三
月
三
十
日
付
》

退
職
者

新
配
置
隊
員

陸
曹
長

松
尾

拓
哉

陸
曹
長

小
沼

岳
志

《
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日
付
》

陸
士
長

齊
藤

悠
翔

同

鈴
木

廉

《
令
和
二
年
六
月
十
五
日
付
》

【
一
等
陸
曹
へ
】

二
等
陸
曹

照
屋

敬
太

《
令
和
二
年
一
月
一
日
付
》

【
三
等
陸
尉
へ
】

陸
曹
長

松
尾

拓
哉

陸
曹
長

小
沼

岳
志

《
令
和
二
年
三
月
十
四
日
付
》

【
陸
士
長
へ
】

一
等
陸
士

木
庭

聖
輝

同

柳
本

直

同

高
安

優

同

砂
川

亜
美

同

長
田

快
人

同

勝
山

徳
仁

同

横
田

尚
也

《
令
和
二
年
四
月
一
日
付
》

第１５通信隊での勤務
大変おつかれ様でした。


